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特集●金属サイディングによるモルタル壁の重ね張り改修

2-8. 補修・点検・清掃
補修 ( タッチアップ等 )
　足場の解体時等に生じた金属サイディング表面のスリ傷、
カキ傷等の補修に用いる補修塗料 ( タッチアップ ) は、 美観
上の復旧を目的としております。 しかしながら、金属サイ
ディングの色、光沢と微妙に異なる場合があるので、次の
事項に留意してください。
◎ 中性洗剤をスポンジか布に含ませて傷部分の汚れを落と

し、水洗いして十分に乾燥後、  補修塗料で補修してくだ
さい。

◎必要最小面積に補修塗装を行ってください。 
◎ 補修塗料を十分かきまぜた上、あらかじめ試し塗りをし

て、色の確認を行ってください。 
◎ 補修塗料によっては、有効期限が定められておりますの

で、期限を守り使用してください。
　※  使 用 方 法 に つ い て の 詳 細 は 、会 員 メ ー カ ー に お 問 い 合 

わ せ く だ さ い 。

点検
　住宅設備の復帰状態、外壁リフォーム工事の最終仕上が
り状態に不備がないか確認してください。

清掃
　金属サイディングについた汚れや埃は、洗い流してくだ
さい。 また、水洗いで落ちない汚れ等は中性洗剤を 1 ～ 2%
に希釈して洗浄してください。十分に水洗いをし、乾いた
布で水分を拭き取ってください。
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◎アルコール、シンナー等の有機溶剤は使用しないでください。
◎ 中性洗剤以外の酸性またはアルカリ性洗剤、クレンザー等の研磨材
入り洗剤は使用しないでください。
※ 金属サイディングの種類によっては中性洗剤もご使用いただけない
場合があります。
◎ 金属たわし、ワイヤーブラシ等の硬い材質のブラシは使用しないで
ください。
◎高圧洗浄機は使用しないでください。 
◎過度に強くこすりすぎないでください。
◎ 金属サイディングの表面にハシゴや脚立を直接立てかけないでくだ　
さい。
◎  施工中に発生したゴミやクズは必ずきれいに清掃してください。
　また、残材処理等は必ず (廃棄物処理法等 )に従って行ってください。

３．モルタル既存壁重ね張り・・・「面内せん断試験」
　モルタル既存壁を金属サイディングで重ね張りすると、
リフォーム前より、外壁の強度は約２．６倍になります。

注意事項：工業会独自仕様での試験結果であり、性能を保証するものではありません。
また、公的な耐力壁認定試験ではないため、耐震改修工法とはなりませんのでご注意ください。
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3- １．壁面強度が向上
　梁に水平力を加え、その壁面強度を調
査。

（面内せん断試験は右写真参照）
力が加わっても外壁が損傷しにくいこと
を立証。

3-2. かん合部のスライドが壁の変形を
吸収！

　金属サイディングはかん合部の片側
のみを固定する構造となっており、地
震時にはかん合部がスライドして揺れ
に追従します。そのため、破損・脱落
の心配がありません。

3-3. 軽いから、躯体にかかる負担が少ない！
　金属サイディングの重量は、窯業サイ
ディングの約１／ 4。住宅構造が同等の
場合、柱や梁などの躯体にかかる負担が
少なく、「重ね張り」工法が可能になりま
した。




